
◇平成30年度 古河市の財務書類4表（一般会計等） 古河市の平成30年度一般会計等の財務書類（貸借対照表、資金収支計算書、純資産変動計算
書、行政コスト計算書）のうち、主な項目についてまとめてお示しします。

◇財務諸表から分かること 財務書類から算出することのできる主な指標についてまとめてお示ししています。これらの指標から、古河市の財務状況を確認することができます。

※百万円未満を四捨五入しているため、合計値が表示と一致しない場合があります。

（ ）は増減額

①貸借対照表（バランスシート）
市の資産がどれだけあり、その資産をどのような財源でまかなったのかを表しています。

②行政コスト計算書
市が通常おこなう活動にどれくらいコストがかかったのか、またその活動によってどれくらい収入があったのかを表しています。

③純資産変動計算書
市の純資産がどのように増減し、それがどのような要因で増減したのかを表しています。

④資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
市がどのような活動に現金を使ったのかを表しています。

古河市の連結範囲

指標 算出方法 平成30年度 平成29年度 増減額 【参考】平成28年度

市民一人あたり資産額 資産合計／住民基本台帳人口（30年度143,299人、29年度144,035人、28

年度144,186人）
1,397千円 1,427千円 △30千円 1,447千円

市民一人あたり負債額 負債合計／住民基本台帳人口 468千円 483千円 △15千円 490千円

市民一人あたり行政コスト 純行政コスト／住民基本台帳人口 317千円 314千円 3千円 307千円

資産老朽化比率 減価償却累計額／償却対象資産の取得価格総額×100 56.0％ 54.7％ 1.3％ 52.9％

将来世代負担比率 地方債残高／有形・無形固定資産合計×100 32.4％ 33.3％ △0.9％ 33.9％

純資産比率 純資産／資産合計×100 66.5％ 66.1％ 0.4％ 66.1％

債務償還可能年数 実質債務（地方公共団体健全化法による）／（業務収入等－業務支出） 17.5年 14.4年 3.1年 18.7年

歳入額対資産比率 資産合計／歳入総額 3.9年 3.9年 ±0年 4.0年



◇平成30年度 古河市の財務書類4表（全体ベース） 古河市の平成30年度全体ベースの財務書類（貸借対照表、資金収支計算書、純資産変動計算書、
行政コスト計算書）のうち、主な項目についてまとめてお示しします。

◇財務諸表から分かること 財務書類から算出することのできる主な指標についてまとめてお示ししています。これらの指標から、古河市の財務状況を確認することができます。

※百万円未満を四捨五入しているため、合計値が表示と一致しない場合があります。

（ ）は増減額

①貸借対照表（バランスシート）
市の資産がどれだけあり、その資産をどのような財源でまかなったのかを表しています。

②行政コスト計算書
市が通常おこなう活動にどれくらいコストがかかったのか、またその活動によってどれくらい収入があったのかを表しています。

③純資産変動計算書
市の純資産がどのように増減し、それがどのような要因で増減したのかを表しています。

④資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
市がどのような活動に現金を使ったのかを表しています。

古河市の連結範囲

指標 算出方法 平成30年度 平成29年度 増減額 【参考】平成28年度

市民一人あたり資産額 資産合計／住民基本台帳人口（30年度143,299人、29年度144,035人、28年

度144,186人）
1,606千円 1,633千円 △27千円 1,654千円

市民一人あたり負債額 負債合計／住民基本台帳人口 563千円 578千円 △15千円 580千円

市民一人あたり行政コスト 純行政コスト／住民基本台帳人口 477千円 498千円 △21千円 492千円

資産老朽化比率 減価償却累計額／償却対象資産の取得価格総額×100 56.6％ 55.4％ 1.2％ 53.8％

純資産比率 純資産／資産合計×100 64.9％ 64.6％ 0.3％ 64.9％

将来世代負担比率 地方債残高／有形・無形固定資産合計×100 33.5％ 34.2％ △0.7％ 34.6％

債務償還可能年数 実質債務（地方公共団体健全化法による）／（業務収入等－業務支出） 12.4年 11.8年 0.6年 13.4年

歳入額対資産比率 資産合計／歳入総額 2.8年 2.7年 0.1年 2.8年



◇平成30年度 古河市の財務書類4表（連結ベース） 古河市の平成30年度連結ベースの財務書類（貸借対照表、資金収支計算書、純資産変動計算書、
行政コスト計算書）のうち、主な項目についてまとめてお示しします。

◇財務諸表から分かること 財務書類から算出することのできる主な指標についてまとめてお示ししています。これらの指標から、古河市の財務状況を確認することができます。

※百万円未満を四捨五入しているため、合計値が表示と一致しない場合があります。

（ ）は増減額

①貸借対照表（バランスシート）
市の資産がどれだけあり、その資産をどのような財源でまかなったのかを表しています。

②行政コスト計算書
市が通常おこなう活動にどれくらいコストがかかったのか、またその活動によってどれくらい収入があったのかを表しています。

③純資産変動計算書
市の純資産がどのように増減し、それがどのような要因で増減したのかを表しています。

④資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
市がどのような活動に現金を使ったのかを表しています。

古河市の連結範囲


